
令和５年度         学 校 経 営 方 針  薩摩川内市立川内北中学校 

１ 学校経営の方針 
公教育の立場に立ち、関係法令、学習指導要領、県・地区・市の教育方針及び施策を踏まえるとともに、人権教育の視点に

立って、本校が持つ歴史や良き伝統及び教育的風土を重んじ、豊かな人間関係や思いやりの心にあふれる学校づくりをめざす。

学校教育目標の具現化にあたっては、豊かな体験活動を重視しながら、判断力のある生徒を育成する教育活動を推進する。 

 

２ グランドデザイン 

国・県の関係法令 

市の基本施策 
 

学校教育目標 自律した生徒の育成 
 保護者の願い 

地域の願い   
                              

学年目標 1年 自律へのあゆみ 2年 他律から自律へ 3年 自律の確立 
                              

目指す教師像  校訓 目指す生徒像  目指す家庭像 

明るく健康で情熱の

ある教師 

使命感に燃え、職務に

責任と誇りを持つ教師 

互いに協力し、磨き合

う教師 

師弟同行、生徒と共に

実践する教師 

 自主 

友愛 

奉仕 

鍛錬 

主体的に学び、正しく行動できる生徒 

礼儀正しく、思いやりのある生徒 

勤労を尊び、進んで奉仕する生徒 

自ら鍛え、心身共にたくましい生徒 

知  安らぎの場を提供す

る家庭 

しつけを大事にする

家庭 

信念のある生き方を

示す家庭 

有意義な体験をさせ

る家庭 

学校と連携する家庭 

 
徳 

 

  

 体  

                  

 

目指す 

学校像 

責任を果たす学校 

楽しく魅力ある学校 

歌声が響き合い、花いっぱいの学校 

郷土への理解を深め、愛情を培う学校 

 

  

              
                              

めざす 

地域像 

・ 他人の子も自分の子と考え育てる地域  ・ 社会の一員として正しい生き方を示す地域 

・ ふるさとに誇りと愛着をもつ地域    ・ 積極的に子どもに関わる地域 

・ 学校と共に教育を考え共に実践する地域 
  

経 営 の 指 針 気付き、考え、実行する教育の推進（当事者意識と自己決定、そして協働） 

キャッチフレーズ あいさつのある学校  花と絵のある学校  歌声のある学校  対話のある学校 

特色ある教育活動 

・ 小中一貫教育を生かした９カ年間を見通した教育の推進（キャリア教育） 

・ 規律ある生活習慣の確立による学びの場にふさわしい環境づくり（規範意識） 

・ 部活動を通した人間力の育成（礼儀・体力・気力） 

研修テーマ 
居場所づくりと絆づくりを通した「魅力ある学校づくり」の発展 

～生徒指導提要とキャリア教育をもとに～ 

生徒会スローガン 有言実行 ～ Our school that we will make ～ 

  

重点目標 

確かな学力の定着と思考力・

判断力・表現力の育成 
規範意識の醸成 「心の教育」の推進 

体力・気力の向上と健康・

安全の意識高揚 

１ 生徒を主語とした魅力あ

る授業づくり（意欲の高揚） 

２ 小中一貫教育・学びのサイ

クルを生かした指導法改善 

３ 学習規律の徹底による学

びの構えの構築 

４ 三角ロジックを活用した

思考力・表現力の伸長 

５ ＩＣＴを活かした学習活

動の充実 

６ キャリア教育・進路指導の

充実 

１ 基本的生活習慣の確立 

２ 学級活動や学校行事（望

ましい人間関係づくり）の

充実 

３ 生徒会活動の活性化 

４ 毎月の一事徹底を生かし

た積極的な生徒指導の推進 

５ フォーサイトを活用した

自己管理能力の育成 

６ 小中一貫教育を生かした

中1ギャップへの対応 

１ 人権教育の視点に立った

指導の充実 

２ 小中一貫教育を生かした

心と心の交流 

３ 不登校・いじめ問題への

対応と課題解決への支援 

４ 全職員による道徳の授業

及び道徳教育の充実 

５ 師弟同行による無言作業

の徹底 

６ キャリアパスポートを活

用した自己有用感の高揚 

１ 登下校のルール厳守・マ

ナー向上による交通事故０ 

２ 安全点検と営繕による安

全不整備事故０ 

３ 教科体育の充実による運

動能力の育成(県平均へ) 

４ 部活動の充実による体

力・気力の向上 

５ 保健指導(ＳＮＳ・性教

育・ガン教育等)の充実 

６ 給食指導の徹底と知・徳・

体の基盤となる食育の推進 

※ 生徒・保護者・職員の学校評価(内部評価)と学校関係者評価(外部評価)で検証し、改善する。 



３ 努力点 

(１) 学校経営 

ア 学校の創意を生かした学習指導要領に基づく教育課程の編成・実施 

イ 校務分掌の機能化と協働体制の確立、ＰＤＣＡサイクルによる実践、業務改善の推進(１Action,１Try) 

ウ キャッチフレーズを生かした魅力ある学校づくり 

エ 校内研修(魅力ある学校づくり)と個人研修の充実、ＩＣＴ(電子黒板・タブレット)の効果的な活用 

オ 学級設営、校内掲示、緑化・清掃の充実による潤いのある学習環境づくり 

カ 学校運営協議会（外部評価）の活用、学校だよりやＨＰ等による情報発信 

 

(２) 学習指導 

ア 学習オリエンテーション(全体・教科)と「学習の心構え」による学業指導の徹底(チャイム 1分前着席・

チャイム黙想・立腰によるけじめ・学びの構え・言語環境の整備) 

イ 生徒を主語にした授業づくり、キャリア教育の視点を生かした授業づくり、北薩の授業づくり、全員挙

手等を生かした理解度の確認と学習意欲の喚起 

ウ 基礎・基本の定着とペアやグループを生かした主体的・対話的で深い学びの推進（三角ロジックの活用） 

エ 各種調査結果や、Ｗｅｂ問題等を生かした活用する力の育成（単元末のまとめ学習） 

オ ＩＣＴ(電子黒板・タブレット)の活用や個に応じた指導の工夫と指導法改善加配を生かした指導の充実 

カ 校内研修(研究授業)や教科部会を生かした指導法改善、教材の共有化 

キ 生活設計を生かした「学年(7～9)×10分＋30分」以上の家庭学習の習慣化（小中一貫の目標） 

ク 各種コンクールや若い目(投稿用紙の活用)への積極的な挑戦 

 

(３) 生徒指導 

ア 学力向上の基盤となる学級経営の充実（生徒の居場所づくり） 

イ 指導体制の確立と共通理解・共通実践、各種関係機関との連携強化（個で抱え込まない組織の確立） 

ウ 教育活動全体を通した自己決定を促す生徒指導の推進（気付き、考え、自分で決める指導） 

エ 学級・学年を中心としたＳＧＥ（３カ年間の計画的な実施）や学校行事等を生かした生徒・教師間、生

徒相互の共感的人間関係の育成（自己理解・他者理解・相互理解） 

オ 月1回の調査等によるいじめの早期発見と早期対応・解決、継続的な見届けと指導の徹底 

カ 生徒の心に寄り添い、家庭や関係機関(ＳＣ、心の教育相談員、ＳＳＷ、民生委員等)との連携を生かし

た不登校生徒への支援・課題解決 

キ 日常の生徒観察、教育相談、各種アンケート等を生かした生徒理解とＭｏｍ(M：見つめる・o:思いをめ

ぐらす・m：向き合う)の推進 

ク フォーサイトと生活設計を生かした自己管理能力の育成 

ケ 月ごとの一事徹底を生かした積極的な生徒指導・規範意識の高揚・基本的生活習慣の確立 

コ 主体的な生徒会活動（０運動等）の推進と自律心の醸成（北中生らしさの追求） 

サ 「部活動に関わる活動方針」による適切な部活動の運営と活性化 

シ ＰＴＡや家庭・地域・関係機関との連携を生かした校内外の生活指導の充実 

 

 (４) 保健・安全・体育指導 

ア 学校保健委員会の充実と健康に関する意識の高揚（疾病治療率の向上、熱中症・感染症への適切な対応） 

イ 心の健康と保健指導の充実（性教育、ＳＮＳ学習、がん教育等） 

ウ 携帯・スマホアフター９の徹底よる睡眠時間の確保(6～7時間以上) 

エ 通学規定及び交通ルールの指導の徹底とマナー向上による交通事故０、自力登校の推進 

オ 施設管理(安全点検・営繕)と安全指導の徹底 

カ 教科体育における一校一運動の実践と運動習慣の形成、体育的行事の充実 

キ 給食指導の徹底と食に関する指導の充実（毎月 19日さつませんだい食育の日、栄養教諭との連携） 

ク 地域防災連絡調整会議との連携、災害発生時の適切な対応及び訓練活動の充実（引き渡し訓練等） 

ケ 災害に対する啓発活動の充実 

 

(５) 道徳教育 

ア 全教員による特別の教科道徳の完全実施(35時間)と指導法の工夫(各単元の指導計画作成) 

イ 教科書の取り扱いと補助資料の活用（郷土の先人、続郷土の先人など） 

ウ 教育活動全体を通した道徳性の涵養と指導法の工夫（学校行事との関連、討議を生かした学習） 

エ いじめ問題を考える週間の共通題材の実施（年２回） 

オ 学校・家庭・地域が連携した道徳的実践の推進（ＰＴＡ一家庭一家訓の実践、地域行事への参加） 



(６) 進路指導 

ア 3か年を見通した計画的な進路学習の実践・充実 

イ 教育活動全体を通した生き方指導と、キャリアパスポートを活かした目標設定と振り返りによる自己肯定

感・自尊感情の育成 

ウ 教科指導におけるキャリア教育の推進（職業や社会、実生活との関連、学びの意欲高揚） 

エ 進路学習や体験活動、清掃活動等による望ましい勤労観・職業観の育成 

オ 関係機関との連携、適切な進路情報の収集による進路情報の効果的な活用 

 

(７) 人権教育 

ア 人権教育の視点に立った学習指導・生徒指導の充実（言語環境の整備） 

イ 市民憲章や人権教育についての啓発活動の充実（教科・啓発週間等の計画的な活用） 

ウ 人権に関する学習や校内研修の充実（いじめ問題を考える週間、人権標語、いじめ撲滅宣言等） 

エ 市中学校生徒会ＳＮＳマナー向上宣言の啓発と実践 

オ ハートウォ－ミングさつませんだい「め・こ・え・こ」の実践（目：視線を合わせ、声：声をかけ、笑顔：

笑顔で安心を届け、心：心をかよわせる） 

 

(８) 特別支援教育 

ア 特別支援教育に関する理解の推進とユニバーサルデザインの視点を生かした授業づくり(見通しをもたせ

た授業、短文による指示、分かりやすい発問、情報の視覚化など)、合理的配慮の実践 

イ 個別の指導計画・支援計画による家庭との連携強化と職員間の共通理解・支援の充実 

ウ 通常学級における支援を必要とする生徒の把握・情報共有と指導・支援の充実 

エ 特別支援教育コーディネーターを中心とした支援体制の確立と全校による適切な就学指導 

オ 計画的な教育支援委員会の実施と関係機関との連携、小中連携・中高連携の推進（移行支援シート） 

 

(９) 小中一貫教育 

ア 義務教育９カ年を意識した共通実践事項の推進 

イ 小学生の憧れとなるリーダーシップ力の育成（優しさ・思いやり）、ファイナルゴールの具現化 

ファイナルゴール(中3)：「自律した生徒」  

ミドルゴール(小5)：「確かな学力と思いやりの心をもった心身ともにたくましい児童」 

ウ 関連行事（中1授業参観、３３クリーン作戦、部活動見学会、水泳教室、陸上教室、体験入学、入学説明

会、２５２５交流、出前授業、交流授業参観、小６授業参観など）の実施と充実 

エ 小学校専科加配を生かした連携授業・情報交換と中学校への繋ぎ指導の充実（中１ギャップの対応） 

オ 合同研修会等による教科・領域間の連携と指導法改善の推進 

カ ４校ＰＴＡを生かした家庭教育力の伸長 

 

(10) 開かれた学校づくり 

ア ＰＴＡ活動の充実と学校行事・授業参観等への積極的な参加、家庭教育学級の充実 

イ 学校運営協議会(コミュニティー・スクール)を生かした地域との連携による教育活動の充実（学校関係者

評価の活用） 

ウ 学校評価(生徒・保護者・職員)による当事者意識の高揚と共通実践事項の推進 

エ 学校・学級・保健・進路・図書だより、ＨＰ等による保護者・地域への情報発信・情報提供 

オ 地域の素材・人材を生かした教育の推進、関係機関・団体との連携 
 

○ 三角ロジック（論理的な思考のために） 

 

 

 

 

 

○ 全員挙手 

「考え中」 「分かりました」 「自信あり」 ① 分かる子も分からない子もみんなで授業をつくる。 

② 全員手を上げさせることで、全体の理解度を確認する。 

③ 分からないといえる授業づくり。 

④ 全員挙手で寝る子はいない。  

主張や結論に対する「なぜ」という疑問の答えが、データや根拠をもと

にした理由付けによる説明です。逆に根拠に対する「だから」という疑問

の答えが主張になります。データや根拠（事実）を明確（判断）にし、理

由付け（思考）して結論を主張（表現）する力、結論を主張してから、デ

ータ・根拠を示し、理由を説明する力を身に付けさせましょう。 

 

主張・結論 

データ・根拠 理由付け 

だから 

なぜ 



校訓
目指す

生徒像

1
　チャイム1分前着席(静かに待つ)・チャイム間黙想･立腰を徹底させ、授
業と休み時間の区別をつけさせる(時間を見て動く習慣)。

2
　まとめと整合性のある目標を設定し、見通しを明確にして授業に取り組
ませ、分からないことは質問させる場を設定する。（目標とまとめの板書）

3
　ペアやグループでの活動やICTの効果的な活用を通し、根拠や理由を
明確にして表現する力(三角ロジックの活用)を育む。

4
　キャリアパスポートの活用や教科指導における関連指導等、計画的な
キャリア教育を推進する。

1
　フォーサイトを活用し、前日の晩に翌日の準備を必ず済ませ、忘れ物０
と提出期限の厳守に取り組ませる。

2
　毎日、1年100分、2年110分、3年120分以上の家庭学習を実践させる。
(メディア等は平日1時間以内を目標に)

3 　学年に応じた進路や学習の取組等について、親子で会話する。

2
　構成的グループエンカウンターや行事等における望ましい人間関係づ
くり(生徒間、生徒･教師間)に取り組み、道徳教育や人権教育の推進に
努める。

3
　学級活動や学校行事、生徒会活動や部活動において、具体的な短期
目標を定めさせ、達成できるように努力する態度を育てる。

4
　時間いっぱい無言清掃に取り組ませ、奉仕する喜びを味わわせるととも
に責任感を育てる。

2
　家事等の自分の役割(手伝い)を決め、家庭の一員としての自覚と責任
を育てる。

3
　家庭での日々のあいさつを励行し、地域でも元気のよい先手のあいさ
つをさせる。

4 　親子で積極的に地域行事に参加する。

1 　登下校の交通ルールやマナーを遵守させ、違反０・事故０を目指す。

3
　生活設計により適切な睡眠時間（6～8時間）を確保させ、規則正しい生
活をさせる(自己管理能力の育成)。

4
　給食指導やさつませんだい食育の日（毎月19日）を生かし、知育・徳
育・体育の基盤となる食育の充実に努める。

1
　生徒自身の力で起床し、朝食を必ず摂って自力(徒歩・自転車)で登下
校させる。

2
　定期健康診断等の結果を受け、疾病（耳鼻、むし歯等）治療に取り組ま
せる。（う歯治療率６５％以上を目指す。）

3
　ゲーム・スマホ等のノーアクセス・アフター９を徹底し、寝室に持ち込ま
せない。

４　令和５年度　川内北中学校　学校教育目標の具現化を目指す共通実践事項

学
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　生徒を主語とした魅力あ
る授業づくり

　小中一貫教育・学びのサ
イクルを生かした指導法改
善

　学習規律の徹底による学
びの構えの構築

　三角ロジックを活用した
思考力・表現力の伸長
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の充実

　キャリア教育・進路指導
の充実

家

庭

へ

向

け

て

徳

友
　
愛

　
礼
儀
正
し
く
、

思
い
や
り
の

あ
る
生
徒

　元気のよい語先後礼のあいさつや入退室等のマナー指導を徹底する。1
２

３
４

５

６

　基本的生活習慣の確立
　学級活動や学校行事(望
ましい人間関係づくり）の
充実
　生徒会活動の活性化
　毎月の一事徹底を生かし
た積極的な生徒指導の推進
　フォーサイトを活用した
自己管理能力の育成
　小中一貫教育を生かした
中1ギャップへの対応

奉
　
仕

　
勤
労
を
尊
び
、

進
ん
で
奉
仕

す
る
生
徒

「心の教育」の推進

家

庭

へ

向

け

て

1
　身なり（組章･ネームなど）を正し、自主登校時刻（8：05）までに登校でき
るよう、ゆとりを持って送り出す。

規範意識の醸成

学

校

と

し

て

1

２

３

４

５

６

　人権教育の視点に立った
指導の充実
　小中一貫教育を生かした
心と心の交流
　不登校・いじめ問題への
対応と課題解決の支援
　全職員による道徳の授
業・道徳教育の充実
　師弟同行による無言作業
の推進
　キャリアパスポートを活
用した自己有用感の高揚

1

　教科体育や部活動、学校行事等を通し、最後までやり遂げる気力や体
力（運動・健康）を養わせる。1

２

３

４

５

６

　登下校のルール厳守・マ
ナー向上による交通事故0

　安全点検と営繕による安
全不整備事故０

　教科体育の充実による運
動能力の育成（県平均の達
成）

　部活動の充実による体
力・気力の向上

　保健指導（ＳＮＳ・性教
育・がん教育等）の充実

　給食指導の徹底と知・
徳・体の基盤となる食育の
推進

家

庭

へ

向

け

て

※　「学校として」は学校生活の目標、「家庭へ向けて」は各家庭で取り組んでほしいこと。

体

鍛
　
　
錬

自
ら
鍛
え
、

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
生
徒

　体力・気力の向
上と健康・安全の
意識高揚 学

校

と

し

て

2


